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東
洋
史
学
の
回
顧
と
展
望
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
二
一
年
六
月
）

）

一
二
一　
（
一
二
一

岩
間
一
弘
・
長
谷
部
史
彦

東
洋
史
学
の
回
顧
と
展
望
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
二
一
年
六
月
）

二
〇
二
一
年
度
三
田
史
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
史
学
』
一
〇
〇
年
の
総
括
と
展
望
」

　

一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
二
一
年
六
月
現
在
ま
で
の
三
〇
年
間
に

お
い
て
、『
史
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
東
洋
史
学
分
野
に
関
連
す
る

研
究
論
文
は
、
数
え
方
に
よ
っ
て
若
干
異
な
っ
て
く
る
が
、
約
一

五
〇
篇
に
及
ぶ
。
本
分
野
の
研
究
対
象
地
域
は
、
お
も
に
東
ア
ジ

ア
と
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
に
大
別
で
き
る
。

【
東
ア
ジ
ア
史
】

　

こ
の
う
ち
、
東
ア
ジ
ア
史
に
関
す
る
論
文
（
研
究
ノ
ー
ト
や
史

料
翻
訳
な
ど
を
含
み
、
書
評
は
の
ぞ
く
）
は
、
計
九
二
篇
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
国
史
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
塾
東
洋
史
学
専
攻
・
東
ア
ジ
ア
史
の
三
つ
の
学
統
に
対
応
し
て
、

「
古
代
史
」「
中
・
近
世
史
」「
近
・
現
代
史
」
に
大
分
で
き
る
。

以
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

　

第
一
に
、
中
国
古
代
史
に
関
す
る
論
考
は
、
一
九
九
〇
年
代
か

ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
比
較
的
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
、
伊
藤
清
司
氏
と
そ
の
門
下
生
の
論
考
で
あ
り
、
桐
本
東

太
氏
に
よ
る
「
市
」
や
「
降
服
」
の
斬
新
な
解
釈
、
市
瀬
智
紀
氏

に
よ
る
楚
国
の
民
族
系
統
論
争
に
関
す
る
論
説
、
森
雅
子
氏
に
よ

る
『
穆
天
子
伝
』
や
黄
帝
神
話
の
起
源
を
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
な
ど

に
探
る
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
、
政
治
制
度
史
や
社
会
経
済
史
と

は
一
線
を
画
し
た
文
学
や
民
俗
学
に
近
い
ユ
ニ
ー
ク
な
テ
ー
マ
の

研
究
論
文
が
並
ぶ
。

　

ま
た
、
文
化
人
類
学
者
の
鈴
木
正
崇
氏
に
よ
る
中
国
の
広
西
壮

族
自
治
区
・
貴
州
省
の
少
数
民
族
に
ま
つ
わ
る
慣
習
・
伝
承
の
研

究
も
、
同
様
の
関
心
を
共
有
し
て
い
る
。
慶
應
義
塾
大
学
に
お
け

る
中
国
古
代
神
話
・
伝
承
の
研
究
は
、
一
九
九
七
年
に
開
か
れ
た

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
中
国
神
話
学
の
現
在
」
が
一
つ
の
到
達
点
で
あ

る
。
さ
ら
に
そ
の
後
も
ひ
き
続
き
、『
春
秋
左
氏
伝
』『
穆
天
子



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
・
二
号

）

一
二
二　
（
一
二
二

伝
』
な
ど
が
熱
心
に
解
読
・
翻
訳
さ
れ
、
李
福
清
氏
に
よ
る
神
話

研
究
の
論
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
出
土
史
料
の

図
柄
を
『
山
海
経
』
を
図
案
化
し
た
も
の
だ
と
推
察
す
る
桐
本
東

太
氏
・
長
谷
山
彰
氏
の
説
も
発
表
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
齋
藤
道
子
氏
や
水
野
卓
氏
に
よ
っ
て
、
文
化
史
的
な

観
点
か
ら
古
代
国
家
論
・
君
主
論
が
精
力
的
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。

吉
田
章
人
氏
に
よ
る
平
丘
の
盟
を
め
ぐ
る
魯
・
晋
関
係
の
研
究
も

あ
る
。
ま
た
、
原
宗
子
氏
や
村
松
弘
一
氏
に
よ
る
環
境
史
研
究
も
、

貴
重
な
成
果
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
武
者
章
氏
に
よ
る
青
銅
器
等

か
ら
西
周
王
権
の
支
配
構
造
を
探
る
研
究
、
崎
川
隆
氏
に
よ
る
甲

骨
文
字
の
研
究
、
栗
山
知
之
氏
に
よ
る
黄
河
中
流
・
祝
家
荘
の

「
土
壕
」（
人
工
の
窪
地
）
の
調
査
な
ど
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
中
国
中
・
近
世
に
関
わ
る
研
究
論
文
は
、
こ
の
三
〇

年
間
途
切
れ
る
こ
と
な
く
発
表
さ
れ
て
き
て
お
り
、
時
代
や
テ
ー

マ
が
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
時
代
と
し
て
は

和
田
博
徳
氏
ら
の
学
統
の
あ
る
明
清
時
代
、
テ
ー
マ
と
し
て
は
地

域
社
会
史
の
研
究
成
果
が
目
立
つ
。

　

徽
州
文
書
に
関
し
て
、
山
本
英
史
氏
に
よ
る
契
約
文
書
の
研
究

が
あ
り
、
さ
ら
に
渋
谷
裕
子
氏
が
、
徽
州
文
書
と
日
記
を
照
合
し

て
生
員
の
農
村
社
会
で
の
交
際
活
動
を
考
察
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
間
和
洋
氏
に
よ
る
台
南
の
移
民
社
会
に
お
け
る
漢
族
エ

リ
ー
ト
層
の
形
成
に
関
す
る
研
究
、
福
建
の
宗
族
に
お
け
る
風
水

林
の
意
味
を
探
っ
た
魏
郁
欣
氏
の
研
究
、
広
東
省
恵
州
府
に
お
い

て
鉱
盗
問
題
に
対
応
し
て
高
ま
っ
た
地
方
意
識
に
関
す
る
唐
立
宗

氏
の
研
究
な
ど
、
多
く
の
成
果
を
得
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
明
代
に
関
し
て
は
、
浅
井
紀
氏
が
、
民
間
宗
教
・
羅

教
の
支
派
・
霊
山
正
派
の
教
義
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
浙

江
東
部
の
士
大
夫
の
儒
教
・
仏
教
か
ら
明
朝
の
礼
楽
制
度
を
考
察

し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
可
児
弘
明
氏
は
、
朝
鮮
の
役
で
日
本

に
連
行
さ
れ
た
孟
二
寛
と
そ
の
後
裔
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
安
廷
苑
氏
は
、
明
末
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
料
に
表
れ
た
中

国
の
婚
姻
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
清
代
に
関
し
て
は
、
林
淑
美
氏

が
、「
客
」
を
付
け
て
呼
ば
れ
る
人
々
に
注
目
し
て
台
湾
移
住
民

社
会
を
論
じ
、
上
田
裕
之
氏
が
、
清
朝
に
よ
る
官
鋳
銅
銭
供
給
の

政
策
意
図
、
そ
の
た
め
の
黄
銅
器
皿
の
製
造
・
所
有
禁
止
に
つ
い

て
論
じ
た
。

　

ほ
か
に
も
、
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
な
ど
の
文
字
表
記
を
比
較
検

討
し
た
金
文
京
氏
の
論
考
、
南
宋
後
期
の
政
治
抗
争
と
理
宗
親
政

の
成
立
過
程
を
検
証
し
た
小
林
晃
氏
の
論
文
な
ど
も
あ
る
。

　

第
三
に
、
中
国
近
・
現
代
史
に
つ
い
て
み
る
と
、『
史
学
』
で

は
、
一
九
九
七
年
に
山
本
真
氏
「
抗
日
戦
争
期
か
ら
国
共
内
戦
期

に
か
け
て
の
郷
村
建
設
運
動
」（
六
六
巻
四
号
）
が
掲
載
さ
れ
て



東
洋
史
学
の
回
顧
と
展
望
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
二
一
年
六
月
）

）

一
二
三　
（
一
二
三

以
降
、
清
末
お
よ
び
中
華
民
国
時
代
に
関
す
る
研
究
成
果
が
頻
繁

に
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
当
初
は
、
上
述
の
明
清

史
研
究
の
影
響
も
あ
っ
て
、
地
域
社
会
・
地
域
エ
リ
ー
ト
に
関
す

る
研
究
成
果
が
目
立
ち
、
そ
れ
に
関
し
て
は
、
佐
藤
仁
史
氏
・
夏

永
氏
・
山
本
英
史
氏
に
よ
る
江
南
・
蘇
州
、
山
本
真
氏
に
よ
る
福

建
省
、
渋
谷
裕
子
氏
の
台
湾
・
澎
湖
県
に
焦
点
を
当
て
た
論
文
な

ど
が
重
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
清
末
に
関
し
て
は
、
菊
池
秀
明
氏
に
よ
る
太
平
天
国

研
究
と
、
持
田
洋
平
氏
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
史
研
究

が
あ
る
。
ま
た
、
民
国
期
に
関
し
て
は
、
共
産
党
の
抗
日
根
拠
地

の
経
済
建
設
を
考
察
し
た
一
谷
和
郎
氏
、
上
海
の
日
系
製
革
企
業

を
分
析
し
た
吉
田
建
一
郎
氏
、
天
津
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
関
連
史
料
を
紹

介
し
地
域
社
会
史
に
お
け
る
そ
の
有
用
性
を
論
じ
た
戸
部
健
氏
、

日
中
戦
争
期
の
中
国
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
活
動
や
憲
政
運
動
を
明
ら

か
に
し
た
矢
久
保
典
良
氏
、
日
本
の
侵
攻
に
対
す
る
重
慶
国
民
政

府
の
軍
事
委
員
会
の
対
応
を
検
証
し
た
藤
井
元
博
氏
、
新
疆
の
盛

世
才
政
権
の
民
族
政
策
を
論
じ
た
木
下
恵
二
氏
、
広
東
の
陳
炯
明

政
権
を
考
察
し
た
若
泉
も
え
な
氏
の
論
考
な
ど
、
多
く
の
研
究
成

果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

く
わ
え
て
、
女
性
史
に
関
し
て
、
周
一
川
氏
に
よ
る
日
本
へ
の

中
国
人
女
子
留
学
生
の
研
究
、
岩
間
一
弘
に
よ
る
都
市
中
間
層
女

性
の
結
婚
と
就
業
に
関
す
る
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
鉄
道
建

設
に
つ
い
て
、
佐
野
実
が
清
末
の
滬
杭
甬
鉄
道
、
大
野
絢
也
が
南

京
国
民
政
府
期
の
粤
漢
鉄
道
を
緻
密
に
考
察
し
た
。

　

そ
し
て
、
近
代
東
ア
ジ
ア
に
拡
張
し
た
日
本
帝
国
圏
の
食
文
化

交
流
に
つ
い
て
二
〇
二
〇
年
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
て
、
近

代
日
本
の
下
層
社
会
と
植
民
地
に
お
け
る
救
荒
作
物
・
さ
つ
ま
い

も
の
歴
史
を
た
ど
っ
た
藤
原
辰
史
氏
の
論
考
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

ほ
か
に
も
満
洲
に
関
し
て
は
、
湯
川
真
樹
江
氏
に
よ
る
満
鉄
農
事

試
験
場
の
研
究
、
菅
野
智
博
氏
に
よ
る
雇
農
農
家
の
実
態
に
関
す

る
研
究
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。　

　

中
国
以
外
に
も
、
近
世
の
朝
鮮
半
島
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
に
関
す

る
論
文
が
あ
る
。
可
児
弘
明
氏
は
、
朝
鮮
半
島
の
タ
コ
お
よ
び
葦

魚
に
つ
い
て
、
古
田
博
司
氏
は
埋
葬
法
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
和
田
正
彦
氏
は
、
松
本
信
廣
氏
が
収
集
し
慶
應
義
塾
大
学

図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
「
安
南
本
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
上
述
し
た
古
代
神
話
研
究
と
同
じ
く
、
松
本
信
廣
氏
以
来
の

民
族
学
的
な
ア
ジ
ア
史
研
究
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
近
世
・
近
代
の
南
ア
ジ
ア
海
域
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
二
年
に
吉
原
和
男
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
講
演
会
「
南
ア

ジ
ア
海
域
の
人
の
国
際
移
動
―
イ
ン
ド
人
と
中
国
人
」
の
論
考
が

あ
る
。
重
松
伸
司
氏
が
、
一
九
世
紀
の
ペ
ナ
ン
島
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
・
二
号

）

一
二
四　
（
一
二
四

ン
に
お
け
る
華
人
系
・
イ
ン
ド
系
の
人
々
の
定
住
過
程
と
居
住
空

間
の
変
動
を
論
じ
た
、
ま
た
、
上
田
信
氏
は
、
鄭
和
が
南
シ
ナ

海
・
イ
ン
ド
洋
海
域
の
港
市
に
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
中
国
系
ム
ス
リ
ム

を
長
官
と
し
て
配
置
し
て
、
そ
の
こ
と
が
マ
ラ
ッ
カ
王
国
な
ど
の

イ
ス
ラ
ー
ム
化
の
一
因
に
な
っ
た
と
い
う
仮
説
を
示
し
て
い
る
。

両
氏
の
論
考
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
印
僑
・
華
僑
の
社
会
・

文
化
関
係
の
歴
史
的
変
遷
な
ど
、
重
要
な
研
究
領
域
を
切
り
開
い

て
い
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
三
〇
年
間
に
『
史
学
』
に
掲
載
さ
れ
た

東
洋
史
学
・
東
ア
ジ
ア
史
の
研
究
論
文
を
振
り
返
る
と
、
古
代
史

の
論
文
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
近
・
現
代
史
の
論
文
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
古
代

史
が
東
ア
ジ
ア
史
の
論
文
の
過
半
数
を
占
め
た
が
、
二
〇
一
〇
年

代
に
は
近
現
代
史
の
論
文
が
過
半
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
中
国
史
へ
の
一
般
的
な
関
心
が
、『
史
記
』
や

『
三
国
志
』
と
い
っ
た
古
典
世
界
だ
け
で
な
く
、
急
速
な
経
済
発

展
を
遂
げ
て
さ
ら
な
る
強
国
化
を
め
ざ
す
現
代
中
国
に
も
向
け
ら

れ
て
き
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

　

最
後
に
、
こ
う
し
た
現
況
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
中
国
の
「
古

代
史
」「
中
・
近
世
史
」「
近
・
現
代
史
」
研
究
の
課
題
を
そ
れ
ぞ

れ
挙
げ
て
お
き
た
い
。
古
代
史
に
関
し
て
は
、
古
典
文
献
の
再
解

釈
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
、
近
年
の
都
市
開
発
の
な
か
で
新
た
に
出

土
し
て
い
る
文
字
・
文
物
史
料
を
研
究
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
先
秦
・
秦
・
漢
時
代
に
遡
れ
る
伝
承
や
習
俗
が
、

後
代
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
、
変
遷
し
て
き
た
の
か
を
検
証
す

る
研
究
も
依
然
有
意
義
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

中
・
近
世
史
に
関
し
て
は
、『
史
学
』
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
地

域
社
会
史
研
究
を
土
台
と
し
て
、
都
市
史
・
女
性
史
・
風
俗
史
・

宗
教
史
な
ど
が
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
漢
籍
資
料
の
紹
介
や
翻
訳
が
、
ひ
き
つ
づ
き
重
要
な
意
味

を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

　

近
・
現
代
史
に
つ
い
て
は
、
近
年
活
況
を
呈
し
て
い
る
清
末
・

民
国
期
の
社
会
経
済
史
に
く
わ
え
て
、
対
外
関
係
・
対
外
交
流
史

の
研
究
や
、
さ
ら
に
時
代
を
下
っ
て
中
華
人
民
共
和
国
期
の
歴
史

研
究
が
積
極
的
に
発
表
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
ら

に
く
わ
え
て
、
日
本
と
中
国
の
関
係
・
交
流
史
は
も
ち
ろ
ん
、
朝

鮮
半
島
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
も
継

続
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
史
】

　

中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
史
に
関
し
て
い
え
ば
、『
史
学
』
五

九
巻
か
ら
八
九
巻
ま
で
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
至
る



東
洋
史
学
の
回
顧
と
展
望
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
二
一
年
六
月
）

）

一
二
五　
（
一
二
五

時
期
に
、
こ
の
地
域
を
対
象
と
し
た
論
文
は
研
究
動
向
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
記
録
な
ど
を
含
め
て
計
五
七
篇
に
の
ぼ
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
れ
ら
を
一
九
九
〇
年
代
、
二
〇
〇
〇
年
代
、
二
〇
一
〇
年
以
降

の
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
、
各
時
期
の
傾
向
性
を
読
み
解
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
一
九
九
〇
年
代
に
つ
い
て
、
論
文
数
一
二
篇
は
、
二
〇
〇

〇
年
代
や
二
〇
一
〇
年
代
に
比
べ
て
少
な
く
、
全
五
七
篇
の
約
二

一
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
分
野
を
専
門
と
す
る

三
田
史
学
会
員
た
ち
の
研
究
活
動
が
低
調
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
続
く
隆
盛
期
と
位
置
づ
け
て

よ
い
だ
ろ
う
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
①
当
該
の
学
界
全
体
に
お

い
て
「
都
市
性
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
大
小
の
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
他
分
野
・
他
地
域
の
専
門
研
究
者
た
ち
を
も
巻
き
込
む

か
た
ち
で
活
況
を
呈
し
、
そ
れ
ら
の
枠
内
で
の
三
田
史
学
会
会
員

の
成
果
公
表
が
多
か
っ
た
こ
と
、
②
中
東
や
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
史

に
関
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
講
座
も
の
」
な
ど
の
出
版
企
画
が
相
次

ぎ
、
そ
の
な
か
で
の
論
文
公
表
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
、
③

『
日
本
中
東
学
会
年
報
』・『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』・『
オ
リ
エ
ン
ト
』

な
ど
の
当
該
分
野
の
国
内
学
会
誌
を
舞
台
に
し
た
三
田
史
学
会
員

の
活
躍
が
み
ら
れ
た
こ
と
、
な
ど
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
本
に
お
け
る
イ

ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
学
的
研
究
の
「
老
舗
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

る
本
塾
の
当
該
分
野
研
究
を
、
巨
視
的
に
回
顧
し
、
そ
の
特
質
に

つ
い
て
詳
論
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
、
坂
本
勉
・
三
木
亘
の

両
氏
に
よ
る
「
イ
ス
ラ
ム
研
究
の
系
譜
と
慶
應
義
塾
（
一
）・

（
二
）」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
本
塾
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
史
研
究

の
源
泉
で
あ
り
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
も
か
か
ら
ず
、
歴

史
上
の
個
々
人
の
姿
や
思
い
を
柔
ら
か
い
筆
致
で
生
き
生
き
と
描

き
出
す
前
嶋
信
次
氏
の
「
前
嶋
史
学
」
に
つ
い
て
、
坂
本
氏
が
日

本
の
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
史
の
な
か
に
こ
れ
を
明
快
に
位
置
付
け
、

さ
ら
に
三
木
氏
が
独
特
の
視
座
か
ら
補
足
と
コ
メ
ン
ト
を
加
え
ら

れ
て
い
る
。
東
洋
史
に
お
け
る
「
東
」
と
「
西
」
の
垣
根
を
超
え

た
自
由
な
座
談
会
の
記
録
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
本
学
会
の
若
い

世
代
に
も
ぜ
ひ
精
読
し
て
も
ら
い
た
い
濃
密
か
つ
貴
重
な
内
容
を

備
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
三
年
後
の
『
史
学
』
に
は
、
在
職
中

に
三
木
氏
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
「
文
明
語
」
と
い
う
概
念
を
援
用

し
、
東
ア
ジ
ア
・
オ
ス
マ
ン
帝
国
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
比
較
文
明
史

的
な
考
察
を
試
み
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
で
あ
る
、
鈴
木
董
氏

ら
の
論
考
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
今
日
的
視
座
か
ら
み

て
も
実
に
独
創
的
な
内
容
を
示
し
て
お
り
、
特
筆
に
値
す
る
と
い

え
よ
う
。



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
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二
号

）

一
二
六　
（
一
二
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続
く
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
一
七
篇
、
全
体
の
約
三
〇
％
の
論

文
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
前
嶋
門
下
の
諸
氏
の
指
導
を
受

け
た
「
第
三
世
代
」
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る
、
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ト

ル
コ
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
の
精
細
な
分
析
に
基
づ
い
た
創
意
豊

か
な
論
攷
群
で
あ
り
、
政
治
の
思
想
や
体
制
、
同
職
組
合
、
ウ
ラ

マ
ー
、
出
版
文
化
、
医
療
、
地
方
都
市
の
社
会
、
東
南
ア
ジ
ア
の

ア
ラ
ブ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
多
彩
な
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
や
り
か
た
で
掘
り
下
げ
た
成
果
と
い
え
る
。
大
勢
を
占
め
る
の

は
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
イ
ラ
ン
に
関
す
る
論
文
で
あ
る
が
、
ト
ル
コ

人
研
究
者
に
よ
る
日
本
語
論
文
も
二
篇
含
ま
れ
て
お
り
、『
史

学
』
の
国
際
性
向
上
へ
の
貢
献
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
東
洋
史

学
専
攻
が
企
画
し
た
二
〇
〇
〇
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
が
、

通
例
の
『
史
学
』
に
お
け
る
活
字
化
で
は
な
く
、
三
田
史
学
会
七

〇
周
年
記
念
事
業
の
支
援
を
受
け
て
、『
中
世
環
地
中
海
圏
都
市

の
救
貧
』
と
し
て
大
学
出
版
会
か
ら
公
刊
さ
れ
た
こ
と
も
付
記
し

て
お
き
た
い
。

　

二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
時
期
に
は
、
二
八
篇
、

全
体
の
約
四
九
％
、
つ
ま
り
こ
の
約
三
〇
年
間
の
掲
載
論
文
の
半

分
に
迫
る
、
数
多
く
の
論
文
が
『
史
学
』
で
公
表
さ
れ
た
。『
史

学
』
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
本
塾
の
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
史
研

究
の
全
面
的
開
花
の
時
期
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
こ
で

の
内
容
的
な
特
徴
の
一
つ
は
、「
都
市
」
に
的
を
絞
っ
た
研
究
が

主
流
を
な
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
中
東
都

市
社
会
史
研
究
を
開
拓
さ
れ
た
湯
川
武
、
坂
本
勉
両
氏
の
影
響
が

そ
こ
に
み
て
取
れ
よ
う
。
ま
た
、「
個
人
」
に
照
準
を
定
め
、
新

た
な
研
究
視
角
か
ら
そ
の
歴
史
的
実
態
の
解
明
に
力
を
注
い
だ
論

文
が
散
見
さ
れ
る
点
に
、「
前
嶋
史
学
」
の
伝
統
の
継
承
と
発
展

も
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
時
期
の
開

始
時
点
に
位
置
す
る
二
〇
一
〇
年
の
『
史
学
』
七
九
巻
四
号
に
、

坂
本
勉
、
杉
田
英
明
、
家
島
彦
一
の
各
氏
に
よ
る
三
田
史
学
会
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
井
筒
俊
彦
と
前
嶋
信
次
―
日
本
に
お
け
る
イ
ス

ラ
ー
ム
研
究
の
源
流
を
探
る
」
の
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
実
に
象
徴
的
で
あ
る
。
官
学
的
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
か
ら
自
由
な
、

そ
し
て
日
本
の
当
該
分
野
研
究
に
お
い
て
ユ
ニ
ー
ク
な
そ
の
特
質

を
保
持
し
、
さ
ら
な
る
展
開
を
た
え
ず
模
索
し
な
が
ら
、
世
界
の

当
該
研
究
の
最
先
端
を
見
据
え
て
新
た
な
研
究
成
果
を
生
み
出
し

て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
が
、
今
後
進
む
べ
き
方
向
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。



東
洋
史
学
の
回
顧
と
展
望
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
二
一
年
六
月
）

）

一
二
七　
（
一
二
七

東
洋
史
学
関
連
文
献
一
覧
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
二
一
年
六
月
）

［
中
国
古
代
］　
計
三
二
篇
（
史
料
翻
訳
を
含
む
）

＊
一
九
九
〇
年
代

伊
藤
清
司
「
民
族
学
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
東
洋
史
学
の
は
ざ
ま
で
」

（
六
〇
巻
二
／
三
号
、
一
九
九
一
年
）

伊
藤
清
司
「
東
ア
ジ
ア
民
間
説
話
の
比
較
研
究
」（
六
一
巻
一
／

二
号
、
一
九
九
一
年
）

齋
藤
道
子
「
春
秋
諸
侯
の
国
内
掌
握
」（
六
二
巻
四
号
、
一
九
九

三
年
）

原　

宗
子
「『
管
子
』
地
員
篇
の
山
と
丘
陵
地
帯
」（
六
三
巻
一
／

二
号
、
一
九
九
三
年
）

市
瀬
智
紀
「
蛮
夷
の
華
夏
起
源
伝
承
の
研
究
―
中
国
古
代
楚
族
族

源
論
争
を
中
心
に
」（
六
三
巻
三
号
、
一
九
九
四
年
）

齋
藤
道
子
「
鄖
公
鍾
儀
考
―
古
代
中
国
に
お
け
る
政
治
権
力
と
音

楽
を
め
ぐ
る
一
風
景
」（
六
四
巻
三
／
四
号
、
一
九
九
五
年
）

桐
本
東
太
「
中
国
古
代
に
お
け
る
市
の
位
相
」（
六
四
巻
三
／
四

号
、
一
九
九
五
年
）

茂
澤
方
尚
「
Ｉ
・
Ａ
・
リ
チ
ャ
ズ
著
『
孟
子
の
心
性
論
』
抄
訳
」

（
六
四
巻
三
／
四
号
、
一
九
九
五
年
）

鈴
木
正
崇
「
銅
鼓
の
儀
礼
と
世
界
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
中

国
・
広
西
壮
族
自
治
区
の
白
褲
瑤
の
事
例
か
ら
」（
六
四
巻

三
／
四
号
、
一
九
九
五
年
）

森　

雅
子
「
穆
王
讃
歌
」（
六
五
巻
一
／
二
号
、
一
九
九
五
年
）

伊
藤
清
司
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

中
国
神
話
学
の
現
在　

中
国
神
話

研
究
の
動
向
と
三
論
文
の
位
置
づ
け
」（
六
六
巻
四
号
、
一
九

九
七
年
）

金
文
京
「
中
国
民
間
文
学
と
神
話
伝
説
研
究
―
敦
煌
本
「
前
漢

劉
家
太
子
伝
（
変
）」
を
例
と
し
て
」（
六
六
巻
四
号
、
一
九
九

七
年
）

谷
野
典
之
「
湖
北
省
神
農
架
の
漢
族
の
創
世
神
話
―『
黒
暗
伝
』

考
」（
六
六
巻
四
号
、
一
九
九
七
年
）

森　

雅
子
「
黄
帝
伝
説
異
聞
」（
六
六
巻
四
号
、
一
九
九
七
年
）

＊
二
〇
〇
〇
年
代

桐
本
東
太
・
長
谷
山
彰
「『
山
海
経
』
と
木
簡
―
下
ノ
西
遺
跡
出

土
の
絵
画
板
を
め
ぐ
っ
て
」（
七
〇
巻
二
号
、
二
〇
〇
一
年
）

村
松
弘
一
「
魏
晋
期
淮
北
平
原
の
地
域
開
発
―
咸
寧
四
年
杜
預
上

疏
の
検
討
」（
七
〇
巻
三
／
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）

水
野　

卓
「
春
秋
時
代
の
君
主
―
君
主
の
殺
害
・
出
奔
・
捕
虜
の

検
討
か
ら
」（
七
一
巻
二
／
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）

崎
川　

隆
「
書
体
分
析
に
よ
る
甲
骨
文
字
契
刻
者
組
織
の
復
元
」



史
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第
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一
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二
号

）

一
二
八　
（
一
二
八

（
七
一
巻
二
／
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）

武
者　

章
「
西
周
王
権
と
王
統
譜
」（
七
五
巻
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）

李
福
清
（
桐
本
東
太
訳
）「
新
た
に
中
国
で
採
集
さ
れ
た
神
話

伝
説
」（
七
六
巻
二
／
三
号
、
二
〇
〇
七
年
）

富
田
美
智
江
「『
左
伝
』
賦
詩
と
春
秋
時
代
の
『
詩
』」（
七
七
巻

二
／
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）

水
野　

卓
「
春
秋
時
代
の
諸
侯
即
位
―『
左
伝
』
に
見
え
る

「
立
」「
即
位
」「
葬
」
と
新
君
誕
生
の
認
識
と
の
関
係
か
ら
」

（
七
八
巻
一
／
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）

栗
山
知
之
「
歴
史
資
料
と
し
て
の
土
壕
―
渭
河
平
原
西
部
、
祝
家

荘
に
お
け
る
調
査
成
果
」（
七
八
巻
一
／
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）

桐
本
東
太
「
降
服
考
」（
七
八
巻
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）

＊
二
〇
一
〇
年
代

桐
本
東
太
・
岡
本
真
則
・
島
田
翔
太
・
富
田
美
智
江
他
「『
穆
天

子
伝
』
訳
注
稿
〔
一
〕」（
八
〇
巻
四
号
、
二
〇
一
一
年
）

桐
本
東
太
・
水
野
卓
・
川
村
潮
・
森
和
・
吉
田
章
人
・
矢
島
明
希

子
他
「『
穆
天
子
伝
』
訳
注
稿
〔
二
〕」（
八
二
巻
一
／
二
、
二

〇
一
三
年
）

桐
本
東
太
・
森
和
・
矢
島
明
希
子
・
川
村
潮
・
吉
田
章
人
「『
穆

天
子
伝
』
訳
注
稿
〔
三
〕」（
八
三
巻
一
号
、
二
〇
一
四
年
）

鈴
木
正
崇
「
中
国
貴
州
省
・
水
族
の
民
族
文
化
に
関
す
る
一
考
察

―
端
節
・
銅
鼓
・
水
書
を
中
心
に
」（
八
四
巻
一
／
二
／
三
／

四
号
、
二
〇
一
四
年
）

原　

宗
子
「『
左
伝
』
所
述
「
爰
田
」
考
―
環
境
史
の
立
場
か

ら
」（
八
四
巻
一
／
二
／
三
／
四
号
、
二
〇
一
四
年
）

矢
島
明
希
子
「
ふ
く
ろ
う
の
イ
メ
ー
ジ
と
不
孝
に
つ
い
て
の
一
試

論
―
五
月
と
の
関
係
か
ら
」（
八
四
巻
一
／
二
／
三
／
四
号
、

二
〇
一
四
年
）

吉
田
章
人
「
平
丘
の
盟
か
ら
見
た
魯
・
晋
関
係
」（
八
四
巻
一
／

二
／
三
／
四
号
、
二
〇
一
四
年
）

桐
本
東
太
・
島
田
翔
太
・
富
田
美
智
子
・
水
野
卓
・
吉
田
章
人
・

矢
島
明
希
子
・
川
村
潮
・
森
和
「『
穆
天
子
伝
』
訳
注
稿

〔
四
〕」（
八
六
巻
四
号
、
二
〇
一
七
年
）

［
中
国
中
・
近
世
］
計
二
四
篇

＊
一
九
九
〇
年
代

浅
井　

紀
「
羅
教
の
支
派
―
霊
山
正
派
」（
六
三
巻
三
号
、
一
九

九
四
年
）

金
文
京
「
漢
字
文
化
圏
の
文
字
と
生
活
」（
六
三
巻
三
号
、
一

九
九
四
年
）

太
田
次
男
「
白
詩
唐
代
鈔
本
に
つ
い
て
―『
坎
曼
尓
詩
箋
』（「
賣



東
洋
史
学
の
回
顧
と
展
望
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
二
一
年
六
月
）

）

一
二
九　
（

炭
翁
」）
を
繞
っ
て
」（
六
三
巻
四
号
、
一
九
九
四
年
）

楊　
　

鎌
（
和
田
浩
平
訳
）「『
坎
曼
尓
詩
箋
』
辨
偽
」（
六
三
巻

四
号
、
一
九
九
四
年
）

楊　
　

鎌
（
和
田
浩
平
訳
）「
西
域
の
歴
史
地
理
研
究
と
『
坎
曼

尓
詩
箋
』
の
真
偽
」（
六
四
巻
二
号
、
一
九
九
五
年
）

尾
崎　

康
「
北
京
図
書
館
蔵
正
史
宋
元
版
解
題
抄
―「
正
史
宋
元

版
の
研
究
」
補
訂
」（
六
四
巻
三
／
四
号
、
一
九
九
五
年
）

渋
谷
裕
子
「
清
代
徽
州
農
村
社
会
に
お
け
る
生
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
つ
い
て
」（
六
四
巻
三
／
四
号
、
一
九
九
五
年
）

山
本
英
史
「
明
清
黟
県
西
遞
胡
氏
契
約
文
書
の
検
討
」（
六
五
巻

三
号
、
一
九
九
六
年
）

渋
谷
裕
子
「
徽
州
文
書
に
み
ら
れ
る
「
会
」
組
織
に
つ
い
て
」

（
六
七
巻
一
号
、
一
九
九
七
年
）

＊
二
〇
〇
〇
年
代

中
間
和
洋
「
清
代
台
南
地
方
に
お
け
る
漢
族
エ
リ
ー
ト
の
形
成
過

程
に
つ
い
て
」（
七
〇
巻
三
／
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）

渋
谷
裕
子
「
安
徽
省
休
寧
県
龍
田
郷
浯
田
嶺
村
に
お
け
る
山
林
経

営
方
式
の
特
徴
―
清
嘉
慶
年
間
と
現
在
を
中
心
と
し
て
」（
七

一
巻
四
号
、
二
〇
〇
二
年
）

巴
兆
祥
（
山
本
英
史
訳
）「
日
本
の
大
学
図
書
館
に
お
け
る
中

国
地
方
志
調
査
記
」（
七
一
巻
四
号
、
二
〇
〇
二
年
）

安
廷
苑
「
明
末
の
中
国
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
婚
姻
問
題

に
つ
い
て
」（
七
二
巻
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）

山
本
英
史
「
中
国
歴
史
文
献
収
蔵
機
関
情
報
―
北
京
・
江
南
・
台

湾
」（
七
三
巻
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）

林　

淑
美
「
清
代
台
湾
移
住
民
社
会
の
「
客
」
と
「
土
著
」」（
七

四
巻
一
／
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）

可
児
弘
明
「
孟
二
寛
と
そ
の
後
裔
」（
七
四
巻
四
号
、
二
〇
〇
六

年
）

可
児
弘
明
「
孟
二
寛
と
そ
の
後
裔
―
補
遺
」（
七
五
巻
二
／
三
号
、

二
〇
〇
七
年
）

上
田
裕
之
「
清
初
各
省
の
制
銭
供
給
政
策
―
銀
の
時
代
の
清
朝
と

銅
銭
」（
七
五
巻
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）

唐
立
宗
（
太
田
出
訳
）「
地
方
輿
論
の
形
成
―
明
代
広
東
省
恵

州
府
と
『
定
氛
外
史
』」（
七
七
巻
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）

山
本
英
史
「
清
康
煕
の
孤
本
公
牘
三
種
に
つ
い
て
」（
七
七
巻
四

号
、
二
〇
〇
九
年
）

＊
二
〇
一
〇
年
代

小
林　

晃
「
南
宋
理
宗
朝
前
期
に
お
け
る
二
つ
の
政
治
抗
争
―

『
四
明
文
献
』
か
ら
見
た
理
宗
親
政
の
成
立
過
程
」（
七
九
巻
四

一
二
九



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
・
二
号

）

一
三
〇　
（
一
三
〇

号
、
二
〇
一
〇
年
）

上
田
裕
之
「
清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
辦
銅
」

（
八
五
巻
四
号
、
二
〇
一
六
年
）

浅
井　

紀
「
宋
元
明
代
の
浙
東
士
大
夫
と
仏
教
」（
八
七
巻
一
／

二
号
、
二
〇
一
七
年
）

魏
郁
欣
「
明
代
福
建
の
宗
族
と
風
水
林
―
万
木
林
説
話
を
め
ぐ

っ
て
」（
八
七
巻
一
／
二
号
、
二
〇
一
七
年
）

［
中
国
近
・
現
代
］
計
二
九
篇

＊
一
九
九
〇
年
代

山
本　

真
「
抗
日
戦
争
期
か
ら
国
共
内
戦
期
に
か
け
て
の
郷
村
建

設
運
動
―
中
華
平
民
教
育
促
進
会
の
郷
村
建
設
学
院
と
華
西
実

験
区
を
中
心
と
し
て
」（
六
六
巻
四
号
、
一
九
九
七
年
）

周
一
川
「
中
国
人
女
子
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
官
立
三
校
に
つ

い
て
」（
六
七
巻
一
号
、
一
九
九
七
年
）

周
一
川
「
中
国
人
女
子
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
私
立
三
校
に
つ

い
て
―
民
国
初
期
を
中
心
に
」（
六
八
巻
三
／
四
号
、
一
九
九

九
年
）

＊
二
〇
〇
〇
年
代

佐
藤
仁
史
「
近
代
江
南
地
域
史
研
究
の
成
果
と
課
題
―
小
田
［
朱

小
田
］
氏
の
江
南
郷
鎮
社
会
史
研
究
に
よ
せ
て
」（
六
九
巻

三
／
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

一
谷
和
郎
「
国
共
内
戦
期
晋
察
冀
辺
区
の
経
済
建
設
」（
七
一
巻

一
号
、
二
〇
〇
一
年
）

佐
藤
仁
史
「
清
末
民
初
江
南
の
地
方
エ
リ
ー
ト
の
民
俗
観
―「
歌

謡
」
を
て
が
か
り
に
」（
七
二
巻
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）

巴
兆
祥
（
佐
藤
仁
史
訳
）「
清
末
郷
土
志
考
」（
七
三
巻
一
号
、

二
〇
〇
四
年
）

岩
間
一
弘
「
主
婦
と
職
業
婦
人
の
あ
い
だ
―
両
大
戦
間
期
中
国
に

お
け
る
都
市
中
間
層
の
形
成
」（
七
四
巻
三
号
、
二
〇
〇
六
年
）

山
本　

真
「
革
命
と
福
建
地
域
社
会
―
上
杭
県
蛟
洋
地
区
の
地
域

エ
リ
ー
ト
傅
柏
翠
に
着
目
し
て
（
一
九
二
六
―
一
九
三
三
）」

（
七
五
巻
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）

夏　
　

氷
（
佐
藤
仁
史
訳
）「
清
末
民
初
蘇
州
の
民
紳
層
と
そ
の

活
動
」（
七
六
巻
四
号
、
二
〇
〇
八
年
）

佐
野　

実
「
滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス

と
地
方
の
関
係
―
地
方
有
力
者
層
の
対
立
・
協
力
が
中
英
間
外

交
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
一
事
例
に
つ
い
て
」（
七
八
巻
四
号
、

二
〇
〇
九
年
）

木
下
恵
二
「
一
九
三
〇
年
代
新
疆
盛
世
才
政
権
下
の
「
ソ
連
型
」

民
族
政
策
と
そ
の
政
治
的
矛
盾
」（
七
八
巻
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）



東
洋
史
学
の
回
顧
と
展
望
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
二
一
年
六
月
）

）

一
三
一　
（

＊
二
〇
一
〇
年
代

吉
田
建
一
郎
「
二
〇
世
紀
前
期
の
上
海
に
お
け
る
日
系
製
革
企
業

―
江
南
製
革
と
中
華
皮
革
」（
七
九
巻
一
／
二
号
、
二
〇
一
〇

年
）

矢
久
保
典
良
「
日
中
戦
争
期
の
重
慶
に
お
け
る
中
国
ム
ス
リ
ム
団

体
の
宗
教
活
動
と
そ
の
特
徴
―
中
国
回
教
救
国
協
会
と
そ
の
重

慶
市
分
会
を
中
心
に
し
て
」（
七
九
巻
一
／
二
号
、
二
〇
一
〇

年
）

湯
川
真
樹
江
「
満
洲
に
お
け
る
米
作
の
展
開　

一
九
一
三
～
一
九

四
五
―
満
鉄
農
事
試
験
場
の
業
務
と
そ
の
変
遷
」（
八
〇
巻
四

号
、
二
〇
一
一
年
）

菊
池
秀
明
「
太
平
天
国
の
長
沙
攻
撃
を
め
ぐ
る
考
察
」（
八
一
巻

一
／
二
号
、
二
〇
一
二
年
）

菅
野
智
博
「
北
満
洲
に
お
け
る
雇
農
と
村
落
社
会
―
満
洲
国
期
の

農
村
実
態
調
査
資
料
に
即
し
て
」（
八
一
巻
三
号
、
二
〇
一
二

年
）

藤
井
元
博
「
重
慶
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
の
「
南
進
」
対
応
を
め

ぐ
る
一
考
察
―「
中
越
関
係
」
案
を
手
が
か
り
に
」（
八
二
巻
四

号
、
二
〇
一
四
年
）

山
本
英
史
「
近
代
蘇
州
基
層
社
会
復
元
の
試
み
―
郷
村
管
理
者
に

関
す
る
聴
き
取
り
調
査
：
附
聴
き
取
り
記
録
」（
八
三
巻
四
号
、

二
〇
一
五
年
）

戸
部　

健
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
（
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
）
所
蔵

中
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
関
係
史
料
に
つ
い
て
―
天
津
関
係
史
料
を
中
心

に
」（
八
四
巻
一
／
二
／
三
／
四
号
、
二
〇
一
四
年
）

矢
久
保
典
良
「
日
中
戦
争
時
期
の
中
国
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
の
憲

政
論
―
一
九
三
九
～
一
九
四
〇
」（
八
四
巻
一
／
二
／
三
／
四

号
、
二
〇
一
四
年
）

山
本　

真
「
日
中
戦
争
時
期
、
福
建
省
に
お
け
る
戦
時
総
動
員
と

地
域
社
会
」（
八
四
巻
一
／
二
／
三
／
四
号
、
二
〇
一
四
年
）

若
泉
も
え
な
「
近
代
中
国
地
方
政
権
史
研
究
に
関
す
る
覚
書
―
陳

炯
明
政
権
を
中
心
に
」（
八
六
巻
三
号
、
二
〇
一
六
年
）

持
田
洋
平
「
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と

そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察
」（
八
七
巻
一
／
二

号
、
二
〇
一
七
年
）

大
野
絢
也
「
南
京
国
民
政
府
期
の
経
済
建
設
と
粤
漢
鉄
道
の
事
故

多
発
問
題
―
一
九
三
六
年
の
全
線
開
通
後
を
事
例
と
し
て
」

（
八
七
巻
四
号
、
二
〇
一
八
年
）

岩
間
一
弘
「
序
言
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
帝
国
日
本
―
食
の
交
流

か
ら
考
え
る
」（
八
九
巻
三
号
、
二
〇
二
〇
年
）

藤
原
辰
史
「
さ
つ
ま
い
も
と
帝
国
日
本
」（
八
九
巻
三
号
、
二
〇

二
〇
年
）

一
三
一



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
・
二
号

）

一
三
二　
（

前
田
廉
孝
「
帝
国
日
本
の
台
湾
・
関
東
州
塩
需
給
と
流
通
主
体
―

一
八
九
〇
～
一
九
一
〇
年
代
を
中
心
に
」（
八
九
巻
三
号
、
二

〇
二
〇
年
）

渋
谷
裕
子
「
台
湾
澎
湖
県
に
お
け
る
宮
廟
の
社
会
的
機
能
に
つ
い

て
―
湖
西
郷
南
寮
村
の
保
寧
宮
を
中
心
と
し
て
」（
八
九
巻
四

号
、
二
〇
二
一
年
）

［
中
国
以
外
の
東
ア
ジ
ア
史
］
計
七
篇

古
田
博
司
「
朝
鮮
王
朝
前
期
葬
喪
礼
教
化
政
策
」（
六
二
巻
一
／

二
号
、
一
九
九
二
年
）

和
田
正
彦
「
松
本
信
廣
博
士
将
来
の
安
南
本
に
つ
い
て
（
上
）

（
中
）（
下
）：
慶
應
義
塾
図
書
館
・
松
本
文
庫
所
蔵
安
南
本
解

題
」（
六
二
巻
一
／
二
、
三
号
、
六
三
巻
一
／
二
号
、
一
九
九

二
～
九
三
年
）

可
児
弘
明
「
朝
鮮
朝
時
代
の
タ
コ
産
出
地
に
つ
い
て
」（
八
一
巻

四
号
、
二
〇
一
三
年
）

可
児
弘
明
「
李
朝
時
代
の
葦
魚
に
つ
い
て
（
追
補
）」（
八
二
巻

一
／
二
号
、
二
〇
一
三
年
）

吉
原
和
男
「
二
〇
一
二
年
三
田
史
学
会
講
演
会
企
画
の
趣
旨
」

（
八
三
巻
一
号
、
二
〇
一
四
年
）

重
松
伸
司
「
一
九
世
紀
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
檳
榔
嶋
史
略
―
海
峡
植
民

地
に
お
け
る
多
民
族
社
会
の
形
成
過
程
」（
八
三
巻
一
号
、
二

〇
一
四
年
）

上
田　

信
「
一
五
世
紀
前
半
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
の
海
と
中
国
―

い
わ
ゆ
る
鄭
和
下
西
洋
を
め
ぐ
っ
て
」（
八
三
巻
一
号
、
二
〇

一
四
年
）

［
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
史
］
計
五
七
篇

＊
一
九
九
〇
年
代
（
一
二
篇
）

古
川　

学
「
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
お
け
る
図
書
館
の
情
況
」（
五
九

巻
二
／
三
号
、
一
九
九
〇
年
）

長
谷
部
暢
子
「
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
一
世
の
ギ
ー
ラ
ー
ン
地
方

政
策
（
一
）」（
五
九
巻
四
号
、
一
九
九
〇
年
）

長
谷
部
暢
子
「
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
一
世
の
ギ
ー
ラ
ー
ン
地
方

政
策
（
二
）」（
六
〇
巻
一
号
、
一
九
九
一
年
）

長
谷
部
史
彦
「
オ
ス
マ
ン
朝
時
代
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
史
研
究
の

現
状
―
サ
ラ
ー
ハ
・
ア
ハ
マ
ド
・
ハ
リ
ー
デ
ィ
ー
博
士
の
法
廷

文
書
研
究
に
つ
い
て
」（
六
〇
巻
一
号
、
一
九
九
一
年
）

坂
本　

勉
「
イ
ス
ラ
ム
研
究
の
系
譜
と
慶
應
義
塾
（
一
）」（
六
〇

巻
二
／
三
号
、
一
九
九
一
年
）

三
木　

亘
「
イ
ス
ラ
ム
研
究
の
系
譜
と
慶
應
義
塾
（
二
）」（
六
〇

巻
二
／
三
号
、
一
九
九
一
年
）

一
三
二



東
洋
史
学
の
回
顧
と
展
望
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
二
一
年
六
月
）

）

一
三
三　
（

三
木　

亘
・
岩
見
隆
・
湯
川
武
・
羽
田
功
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
こ

と
ば
の
歴
史
生
態
学
」（
六
二
巻
三
号
、
一
九
九
三
年
）

坂
本　

勉
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
文
明
語
の
比
較
社
会
史
―
漢
文
、

オ
ス
マ
ン
語
、
中
世
ラ
テ
ン
語
」（
六
三
巻
三
号
、
一
九
九
四

年
）

鈴
木　

董
「
オ
ス
マ
ン
語
を
め
ぐ
っ
て
―
多
言
語
帝
国
と
し
て
の

オ
ス
マ
ン
帝
国
と
言
語
的
共
存
」（
六
三
巻
三
号
、
一
九
九
四

年
）

白
岩
一
彦
「
一
二
世
紀
モ
ン
ゴ
ル
社
会
に
お
け
る
宗
族
と
族
譜
―

『
集
史
』「
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
祖
先
紀
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
六
四

巻
三
／
四
号
、
一
九
九
五
年
）

中
村
公
則
「
ペ
ル
シ
ャ
文
学
と
巡
礼
」（
六
四
巻
三
／
四
号
、
一

九
九
五
年
）

阿
久
津
正
幸
「
中
世
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
教
育
施
設
マ
ド
ラ

サ
の
政
治
的
機
能
の
再
検
討
」（
六
九
巻
一
号
、
一
九
九
九
年
）

＊
二
〇
〇
〇
年
代
（
一
七
篇
）

佐
野
東
生
「
タ
キ
ー
ザ
ー
デ
と
イ
ラ
ン
立
憲
思
想
（
上
）」（
六
九

巻
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

佐
野
東
生
「
タ
キ
ー
ザ
ー
デ
と
イ
ラ
ン
立
憲
思
想
（
下
）」（
六
九

巻
三
／
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

宮
武
志
郎
「
一
五
・
一
六
世
紀
オ
ス
マ
ン
朝
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教

徒
宮
廷
侍
医
」（
六
九
巻
三
／
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

田
口　

晶
「
オ
ス
マ
ン=

ア
ラ
ブ
主
義
者
の
デ
ィ
レ
ン
マ
―《
盟

約
協
会
》
一
九
一
三
―
一
九
一
八
年
」（
七
一
巻
一
号
、
二
〇

〇
一
年
）

石
丸
由
美
「
オ
ス
マ
ン
ル
ル
ッ
ク
と
ア
ル
バ
ニ
ア
人
―「
オ
ス
マ

ン
国
民
」
理
念
の
受
容
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」（
七
一
巻
二
／

三
号
、
二
〇
〇
二
年
）

柳
谷
あ
ゆ
み
「
ザ
ン
ギ
ー
朝
二
政
権
分
立
期
の
研
究
―
モ
ス
ル
政

権
の
動
向
か
ら
」（
七
一
巻
二
／
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）

長
谷
部
史
彦
「
ミ
ナ
レ
ッ
ト
に
お
け
る
異
議
申
し
立
て
―
前
近
代

ア
ラ
ブ
都
市
の
諸
事
例
に
関
す
る
覚
書
」（
七
二
巻
三
／
四
号
、

二
〇
〇
三
年
）

石
丸
由
美
「
ア
ル
バ
ニ
ア
の
風
景
―
国
際
南
東
欧
学
学
会
第
九
回

大
会
に
出
席
し
て
」（
七
三
巻
二
／
三
号
、
二
〇
〇
四
年
）

藤
木
健
二
「
オ
ス
マ
ン
朝
下
の
同
職
組
合
に
関
す
る
研
究
動
向
と

課
題
―
イ
・
ウ
ン
ジ
ョ
ン
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
研
究
に
寄
せ
て
」

（
七
三
巻
二
／
三
号
、
二
〇
〇
四
年
）

石
原
賢
一
「
メ
フ
メ
ッ
ト
・
エ
ミ
ー
ン
・
レ
ス
ー
ル
ザ
ー
デ
―
あ

る
民
族
主
義
者
の
生
涯
と
著
作
」（
七
四
巻
一
／
二
号
、
二
〇

〇
五
年
）

一
三
三



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
・
二
号

）

一
三
四　
（
一
三
四

石
原
賢
一
「
レ
ス
ー
ル
ザ
ー
デ
と
イ
ラ
ン
立
憲
革
命
」（
七
四
巻

三
号
、
二
〇
〇
六
年
）

山
口
元
樹
「
ア
ラ
ウ
ィ
ー
・
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
論
争
研
究
の
視

座
」（
七
五
巻
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）

イ
サ
ム
・
Ｒ
・
ハ
ム
ザ
「
日
本
に
お
け
る
『
ア
ジ
ア
主
義
』」（
七

五
巻
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）

メ
ル
ト
ハ
ン
・
デ
ュ
ン
ダ
ル
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の

イ
ス
ラ
ー
ム
政
策
と
オ
ス
マ
ン
皇
族
」（
七
五
巻
二
／
三
号
、

二
〇
〇
七
年
）

遠
藤
健
太
郎
「
近
代
シ
ー
ア
派
ウ
ラ
マ
ー
研
究
の
動
向
―
イ
ラ
ン

立
憲
革
命
期
を
中
心
に
」（
七
七
巻
二
／
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）

爲
永
憲
司
「
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
マ
ザ
ー
ニ
ー
と
『
書
物K

etāb

』

―
一
九
二
〇
年
代
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
書
籍
の
出
版
状
況
を
め

ぐ
っ
て
」（
七
八
巻
一
／
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）

長
谷
部
史
彦
「
オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構

造
と
社
会
―
シ
ャ
リ
ー
ア
法
廷
台
帳
史
料
に
基
づ
く
予
備
的
考

察
」（
七
八
巻
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）

＊
二
〇
一
〇
年
代
～
（
二
八
篇
）

藤
木
健
二
「
オ
ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
食
料
・
物

資
供
給
に
関
す
る
一
考
察
―
ウ
ス
キ
ュ
ダ
ル
の
皮
革
・
果
物
・

花
卉
の
供
給
を
中
心
に
」（
七
九
巻
一
／
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）

坂
本　

勉
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
井
筒
俊
彦
と
前
嶋
信
次
―
日
本
に

お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
源
流
を
探
る
」（
序
言
）（
七
九
巻

四
号
、
二
〇
一
〇
年
）

坂
本　

勉
「
イ
ス
ラ
ー
ム
学
事
始
め
の
頃
の
井
筒
俊
彦
」（
七
九

巻
四
号
、
二
〇
一
〇
年
）

杉
田
英
明
「
前
嶋
信
次
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
原
典
訳
へ
の

道
」（
七
九
巻
四
号
、
二
〇
一
〇
年
）

家
島
彦
一
「
い
ま
、
な
ぜ
前
嶋
信
次
と
井
筒
俊
彦
か
」（
七
九
巻

四
号
、
二
〇
一
〇
年
）

湯
川　

武
「
中
近
世
地
中
海
地
域
の
ム
ス
リ
ム
の
旅
人
た
ち
」

（
八
〇
巻
二
／
三
号
、
二
〇
一
一
年
）

長
谷
部
史
彦
「
オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ト
ゥ
ラ

イ
ニ
ー
家
三
施
設
の
ワ
ク
フ
」（
八
〇
巻
四
号
、
二
〇
一
一
年
）

坂
本　

勉
「
イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
（
上
）」（
八
一
巻
一
／
二
号
、
二
〇
一
二
年
）

藤
木
健
二
「
オ
ス
マ
ン
朝
下
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
イ
ェ
デ
ィ

ク
レ
周
辺
の
皮
鞣
工
と
皮
鞣
工
房
群
」（
八
一
巻
一
／
二
号
、

二
〇
一
二
年
）

坂
本　

勉
「
イ
ラ
ン
の
タ
バ
コ
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
と
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
（
下
）」（
八
一
巻
三
号
、
二
〇
一
二
年
）



東
洋
史
学
の
回
顧
と
展
望
（
一
九
九
一
年
～
二
〇
二
一
年
六
月
）

）

一
三
五　
（

柳
谷
あ
ゆ
み
「
政
権
形
成
に
お
け
る
ヒ
ド
ゥ
マ
の
成
立
・
解
消
・

維
持
―
ザ
ン
ギ
ー
朝
の
事
例
を
中
心
に
」（
八
一
巻
四
号
、
二

〇
一
三
年
）

山
口
元
樹
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ

ャ
ー
ド
の
変
容
―
国
民
国
家
形
成
期
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
人
に
よ

る
同
化
・
統
合
の
動
き
」（
八
一
巻
四
号
、
二
〇
一
三
年
）

藤
木
健
二
「
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
靴
革
流
通
と
靴

革
商
組
合
」（
八
二
巻
三
号
、
二
〇
一
三
年
）

太
田（
塚
田
）絵
里
奈
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像
―

ザ
イ
ン
・
ア
ッ=

デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ヒ
ル
の
家
系
と

経
歴
」（
八
三
巻
二
／
三
号
、
二
〇
一
四
年
）

臼
田
雅
之
「
タ
ゴ
ー
ル
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
」（
八
四
巻

一
／
二
／
三
／
四
号
、
二
〇
一
五
年
）

太
田（
塚
田
）絵
里
奈
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
の
実
像

（
二
）―
ザ
イ
ン
・
ア
ッ=

デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ヒ
ル
の

公
務
と
慈
善
」（
八
四
巻
一
／
二
／
三
／
四
号
、
二
〇
一
五
年
）

小
野
亮
介
「『
新
ト
ル
キ
ス
タ
ン
』
誌
に
お
け
る
ゼ
キ
・
ヴ
ェ
リ

デ
ィ
・
ト
ガ
ン
の
文
化
観
と
そ
の
背
景
」（
八
四
巻
一
／
二
／

三
／
四
号
、
二
〇
一
五
年
）

長
谷
部
史
彦
「
バ
ル
ス
バ
ー
イ
期
カ
イ
ロ
の
食
糧
騒
動
」（
八
四

巻
一
／
二
／
三
／
四
号
、
二
〇
一
五
年
）

嘉
納
孝
太
郎
「
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
フ
ァ
ブ
リ
の
巡
礼
記
に
み
る
マ

ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
ド
ラ
ゴ
マ
ン
」（
八
六
巻
一
／
二
号
、
二

〇
一
六
年
）

杉
山
隆
一
「
ア
フ
シ
ャ
ー
ル
朝
ナ
ー
デ
ル
・
シ
ャ
ー
に
よ
る
マ
シ

ュ
ハ
ド
の
都
市
開
発
整
備
事
業
」（
八
七
巻
一
／
二
号
、
二
〇

一
七
年
）

尾
崎
貴
久
子
「
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
医
療
者
」（
八
七

巻
三
号
、
二
〇
一
八
年
）

藤
木
健
二
「
近
世
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市
の
慈
善
と
救
貧
」（
八
七

巻
三
号
、
二
〇
一
八
年
）

佐
藤
健
太
郎
「
宗
派
を
越
え
る
慈
善
と
救
貧
―
ア
ン
ダ
ル
ス
史
の

視
点
か
ら
」（
八
七
巻
三
号
、
二
〇
一
八
年
）

長
谷
部
史
彦
「
一
七
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督

と
祈
願
式
―『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
に
基
づ
く
覚

書
」（
八
八
巻
二
号
、
二
〇
一
九
年
）

太
田（
塚
田
）絵
里
奈
「
後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
有
力
官
僚
と
聖
地
―

ザ
イ
ン
・
ア
ッ=

デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ヒ
ル
の
巡
礼
と

ハ
ラ
マ
イ
ン
に
お
け
る
慈
善
」（
八
八
巻
二
号
、
二
〇
一
九
年
）

藤
木
健
二
「
一
八
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
皮
鞣
工
イ
ブ
ラ

ヒ
ム
の
遺
産
と
そ
の
相
続
」（
八
八
巻
三
／
四
号
、
二
〇
二
〇

年
）

一
三
五



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
・
二
号

）

一
三
六　
（
一
三
六

尾
崎
貴
久
子
「
漢
語
イ
ス
ラ
ム
医
学
書
『
回
回
薬
方
』
と
中
世
イ

ス
ラ
ム
医
学
書
の
関
わ
り
に
つ
い
て
―
第
三
十
四
巻
折
傷
門
の

腹
部
損
傷
の
記
述
か
ら
」（
八
八
巻
三
／
四
号
、
二
〇
二
〇
年
）

長
谷
部
史
彦
「
計
量
と
歴
史
記
述
―
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
に
関

す
る
基
礎
的
考
察
（
一
）」（
八
九
巻
一
／
二
号
、
二
〇
二
〇

年
）


